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樹脂製ｹﾞｰﾄ弁外ﾈｼﾞ(F-F)φ100
10k　L=230
仕切弁室H=1.30m用

EFｿｹｯﾄφ100

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°CB
L=250+250(3ヶ)

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°CB
外装付 L=248+248

樹脂製ｹﾞｰﾄ弁外ﾈｼﾞ(F-F)φ100
10k　L=230
仕切弁室H=1.30m用

EFﾁｰｽﾞ(両受)φ100×φ100
L=70+70+300H

WEETDA(ｱﾗﾐﾄﾞ被覆)φ100
沈埋用ｳｴｲﾄ設置含む

HPPE直管φ100
L=800

樹脂製ｹﾞｰﾄ弁外ﾈｼﾞ(F-F)φ100
10k　L=230
仕切弁室H=1.00m用

EFﾁｰｽﾞ(両受)φ100×φ100
L=70+70+300H

EFｿｹｯﾄφ100

樹脂製ｹﾞｰﾄ弁外ﾈｼﾞ(F-F)φ100
10k　L=230
仕切弁室H=1.00m用

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°2ヶ
L=250+250(直管L=300)
HPPE直管φ100
L=700

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°CB
外装付 L=248+248
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EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°
外層付 L=248+248

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°
外装付 L=248+248

　　　　複層式高密度ポリエチレン管
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HPPE直管φ100
L=1320

ﾌﾗﾝｼﾞφ100(GF)
10k L=320

ﾌﾗﾝｼﾞφ100(GF)
10k L=320

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°VB
L=250+250(直管＋EFｷｬｯﾌﾟ)
仕切弁室H=1.00m用

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°VB
L=250+250(直管＋EFｷｬｯﾌﾟ)
仕切弁室H=1.30m用

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°VB
L=250+250

EFｷｬｯﾌﾟφ100
※ 未融着

HPPE直管φ100
L=600(900)

EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°CB
外装付 L=248+248

ﾌﾗﾝｼﾞφ100(GF)
10k L=320
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EFｿｹｯﾄ・90°ｴﾙﾎﾞ・EFｿｹｯﾄ
WEETDAφ100（保護工含む）

EFｿｹｯﾄ・90°ｴﾙﾎﾞ・EFｿｹｯﾄ
WEETDAφ100（保護工含む）

EFｿｹｯﾄ・90°ｴﾙﾎﾞ・EFｿｹｯﾄ
WEETDAφ100（保護工含む）

EFｿｹｯﾄ・90°ｴﾙﾎﾞ・EFｿｹｯﾄ
WEETDAφ100（保護工含む）
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HPPE直管φ100
L=550

沈埋用ウエイト（参考）
角300×150 L=0.95ｍピッチ

HPPE直管φ100
L=350
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ＪＲ吉備線横断水路内配管工　Ｌ＝２４．９ｍ

24852（L=24.9ｍ）

　Ｌ＝３８．４ｍ（２４．９ｍ）
ＪＲ吉備線横断区間（今回改修予定）

1
0
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詳　細　図 Ｓ＝　ＮＯＮ

平　面　図 Ｓ＝１：２５０

現況詳細図（参考）

断　面　図 Ｓ＝１：５０

側　面　図 Ｓ＝１：１００

将来計画配管工

※　沈埋用ウエイト寸法・数量などの仕様は、上述を基本とする。
　　但し、状況によっては、数個追加する。

※ 1※ 1

※ 1

※ 1）水路内進入部は、護岸ブロックを撤去し、管布設を行い
　　　その管と既設護岸をコンクリート防護する。
　　　立上管長は、現場状況に応じて調整すること。
　　　なお、管とコンクリートの端部には、緩衝材を設ける。
　　　また、水路露出部のEFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°は、

　　　紫外線対策として外層付とするとともに、露出接合部には、
　　　WEETDAφ100用の保護工を施す。

※ 2

※ 2

※ 2）EFﾍﾞﾝﾄﾞ(両受)φ100×90°を上向きとしHPPE直管を立上げる。
　　　その直管上部には異物が混入しないようEFｷｬｯﾌﾟを未融着にて蓋をする。
　　　立上り管部は、仕切弁ボックスを設置する。（立上管GL-150mm）
　　　また、樹脂製ｹﾞｰﾄ弁のﾌﾗﾝｼﾞ締付ﾄﾙｸは、樹脂製のﾄﾙｸとする。

（コンクリートブロック撤去） （コンクリート防護）

※　コンクリート防護寸法：800×250×350
　　管上部は100mm程度の厚みを確保する。
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